
～ 2024年9月7日

（対象者数） 59 （回答者数） 56

～ 2025年1月9日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・保護者席からの視野を確認することで、死角がないか
確認を行います。

2 ・定期的に振り返り、共有漏れがないかを確認します。

3
・集団生活において必要なスキルを学ぶことができるプ
ログラム内容を作成、実行していきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・小さいお子さんの場合は職員が一緒に降りる、ベビー
カーを持つなど補助を行っております。

2

・イベントなど利用児童が集まる機会にきょうだい児に
向けての支援を行ってまいります。
・家族会など家族同士のつながりを増やす機会を提供し
てまいります。

3
・自事業所を利用していない児童も参加できるイベント
を設定してまいります。
・事業所内の見学会を設けてまいります。

きょうだい支援・家族支援が不十分です。

イベントに地域住民を招待するなど地域に開かれた運営
が不十分です。

・きょうだい支援や家族支援に関するご要望をお伺いす
る機会が限られていたため、保護者の方のニーズを十分
に把握できていない状況がありました。

・イベントは利用のお子様向けになっており、事業所内
を見ていただく機会がないです。

児童のアセスメントの共有を職員間で行い、担当に関わ
らず、児童に対応できるようにしている。

・レッスン、トレーニング以外の時間でも気づいたこと
があれば都度共有しています。
・毎週支援会議の時間を設けて、児童の様子を共有して
います。
・フィードバックや園・学校訪問などで得た情報を職員
間で確実に共有できるように記録を作成しています。

個別と集団の時間を設けているため、こどもの状況に応
じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて支援が行
うことができます。

・保護者の方のご要望に応じて集団、個別利用の案内を
しています。
・集団出の様子を見て個別の時間に組み入れるなど、内
容を連携させることで集団生活への適応を図っていま
す。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・建物の構造上、階段を上らないとエレベータ―に乗れ
ない構造になっています。

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

保護者の方が、支援の様子を直接見学することができま
す。

・保護者席と教室の間をマジックミラーにする、モニ
ターを設置するなど中の様子が見られるようにしていま
す。
・机といすを設置し、ゆっくり見られるように環境を整
備しています。
・定期的に場所を交代し、見えやすいようにしていま
す。

事業所までのエレベーターを使用する為に、2階までは
階段をのぼる必要があります。

○従業者評価実施期間 2024年12月23日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年1月10日

○事業所名 ハッピーテラス我孫子教室

○保護者評価実施期間 2024年8月26日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


